
平

成

二
十

九

年

二

月

発

行

中
央
仏
教
学
院
紀
要
第
２８
号
抜
刷

長
西
教
学
に
関
す
る

一
試
論

―

法
然
聖
人
間
流
に
お
け
る
邪
義

・
異
端
評
価
の
成
立
背
景
―
―

佐

竹

真

城



士

い
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長
西
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学
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る

一
試
論

長
西
教
学
に
関
す
る

一
試
論

―

法
然
聖
人
門
流
に
お
け
る
邪
義

・
異
端
評
価
の
成
立
背
景
―
―

問
題
の
所
在

覚
明
房
長
西

（
一
一
八
四
―

一
二
六
六
）
は
、
そ
の
教
学
が

一
般
に

「諸
行
本
願
義
」
と
評
さ
れ
、
た
と
え
ば

『
四
十
八
巻
伝
』
に

フ
し

し

三
四

佐

竹

真

城

，
Ｃ

こ
の

〔行

空

・
幸
西

・
長
西
の
〕
二
人
、

る
と
こ
ろ
な
り
。
見
ん
人
あ
や

の
仁
た
り
と
い
へ
ど

も
止
人
の
冥
慮
は
か
り
が
た

Ｃ

じ
む
こ
と
な
か
れ
。

と
あ
り
、
法
然
聖
人

（
一
一
三
三
―

一
二
〓

一　
※
以
下
敬
称
を
略
す
）
の
門
流
に
お
い
て
は
背
師
異
義
の
人
師
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

長
西
は
そ
の
著
作
が
長
ら
く
散
逸
し
、
長
西
撰
述
と
伝
え
ら
れ
る

『念
仏
本
願
義
』
等
の
著
作＜
に
は
、
ま
さ
し
く

「諸
行
本
願
義
」
が

説
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
伝
承
に
お
け
る
長
西
こ
そ
が
彼
の
人
物
像
と
し
て
疑
い
な
く
認
識
さ
れ
、
そ
の
評
価
が
当
然

の
如
く
に
扱
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
の
は
じ
め
に
金
沢
文
庫
よ
り
長
西
撰
述
に
な
る

「浄
土
疑
芥
」
が
顕
出
さ
れ
た
こ
と
で
、
彼
の
教
学
を
明
確

き

に
よ
り

て
、

門
弟

の
列
に
の
せ
ざ



に
知
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
徐
々
に
本
来
の
長
西
像
が
明
ら
か
に
さ
れ
は
じ
め
た
。
筆
者
も

「浄
土
疑
芥
」
を
用
い
て
、
諸
辞
典
等

③

に
解
説
さ
れ
る
よ
う
な
長
西
教
学
の
誤
解
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
、
疑
間
に
感
じ
た
こ
と
の

一
つ
に
、
な
ぜ
今
日
ま
で
必

要
以
上
に
異
端
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
そ
し
て
、
管
見
の
限
り
で

一
つ
の
結
論
を
導
き
出
す

に
至

っ
た
。
そ
れ
は
、
同
門
の
人
師
、
殊
に
鎮
西
義
が
そ
の

一
因
と
し
て
存
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

小
論
で
は
、
上
述
の
点
を
検
証
す
べ
く
、
ま
ず
長
西
教
学
の
実
際
を
概
観
し
て
、
従
来
の
評
価
と
は
異
な
る
点
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

次
に
同
時
代
の
法
然
門
流
諸
師
の
教
学
と
長
西
教
学

へ
の
言
及
、
さ
ら
に
は
当
時
の
専
修
念
仏
教
団
に
お
け
る
勢
力
関
係
な
ど
を
通
し

て
、
長
西
教
学
が
異
端
評
価
さ
れ
る
に
至

っ
た
背
景
に
関
し
て
私
見
を
論
じ
た
い
。

長
西
教
学
の
実
際
と

「諸
行
本
願
義
」
評
価
へ
の
疑
義

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
長
西
教
学
は

一
般
に

「諸
行
本
願
義
」
と
評
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
東
大
寺
凝
然

（
一
二
四
〇
―

一
三

二
一
）
の

『浄
土
法
門
源
流
章
』
（以
下
、
『源
流
章
』
と
略
称
）
に
、

l④

住
心

・
良
遍

・
真
空
等
の
師
は
、
み
な
諸
行
本
願
義
を
立
つ
。
長
西
の
所
立
と

一
同
契
会
な
り
。

と
評
し
、
出
雲
路
住
心

（―

一
二
四
五
―
）
。
生
駒
良
遍

（
一
一
九
五
―

一
二
五
二
）
。
木
幡
真
空

（
一
二
〇
四
―

一
二
六
八
）
ら
が
打
ち
立

て
た

「諸
行
本
願
義
」
と
、
長
西
所
立
の
教
義
と
が
同

一
に
し
て
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
。
た
し
か

に
、
長
西
の
著
作
と
し
て
信
用
に
足
る

「浄
土
疑
芥
」
を
披
け
ば
、
た
と
え
ば

『法
事
讃
疑
芥
』
に
、

⑥

ま
た
雑
善
と
は
何
ら
か
。
答
ふ
。
念
仏
の
外
の
諸
行
な
り
。
こ
れ
す
な
は
ち
正
雑
二
行
の
中
の
雑
行
な
り
。

と
、
雑
善
と
は
念
仏
以
外
の
諸
行
で
あ
り
、
正
雑
二
行
で
い
え
ば
雑
行
で
あ
る
と
定
義
し
、
『散
善
義
光
明
抄
』
に
は
、

尋
ね
て
云
は
く
、
ま
た

「雑
毒
等
と
は
、
念
仏
の
外
の
余
行
な
り
。
し
か
る
に
雑
毒
の
善
は
す
な
は
ち
雑
行
な
り
」
と

〈
云
々
〉
。

長
西
教
学
に
関
す
る
一
試
論
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五



長
西
教
学
に
関
す
る
一
試
論

こ
の
義
如
何
ん
。
答
ふ
。
こ
の
義
大
き
に
も
っ
て
僻
見
か
。
そ
の
故
は
、
万
行
み
な
成
仏
の
因
と
為
し
、
往
生
の
因
と
も
為
す
の

⑦

仏
は
満
足
大
悲
の
人
な
り
。
何
ぞ
毒
を
説
き
て
衆
生
に
与
ふ
る
や
。

条
、
経
論
立早
疏
に
そ

の
明
文
分
明
な

り

と
あ
っ
て
、
雑
毒
を
念
仏
以
外
の
行
、
す
な
わ
ち
雑
行
と
定
義
す
る
見
解
に
つ
い
て
僻
見
で
あ
る
と
し
、
雑
毒
と
雑
行
と
区
別
し
た
上

で
、
雑
行
を
含
め
た

一
切
の
行
が
す
べ
て
往
生

。
成
仏
の
因
と
な
る
こ
と
は
、
経
論
章
疏
に
明
ら
か
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た

『散
善
義
光
明
抄
』
に
は
、

ま
た
観
察
等
の
諸
行
は
量
本
願
に
順
ぜ
ざ
る
か
。
答
ふ
。
観
察
等
の
四
は
第
十
八
願
に
順
ず
べ
し
。
乃
至
十
念
の
中
に
五
念
門
あ

る
べ
し
。
そ
の
中
に
称
名
本
意
な
る
が
故
に
別
し
て
こ
れ
を
挙
ぐ
る
な
り
。
諸
行
は

一
向
廿
願
に
順
ず
べ
き
な
り
。
第
十
八
願
は

念
仏
と
諸
行
と
に
亘
る
が
故
に
通
ず
べ
き
な
り

③

。
来
迎
の
願
な
る
が
故
に
。

と
述
べ
て
、
諸
行
は
も
っ
ぱ
ら
二
十
願
に
順
じ
、
第
十
八
願
は
念
仏
と
諸
行
と
の
両
方
に
通
じ
る
旨
を
示
し
て
、
諸
行
往
生
も
弥
陀
の

本
願
に
起
因
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

如
上
、
諸
行
は
弥
陀
四
十
八
願
中
の
第
二
十
願
に
乗
じ
る
こ
と
を
主
張
し
、
道
理
的
面
よ
り
諸
行
を
往
生

・
成
仏
の
因
と
し
て
容
認

す
る
姿
勢
が
確
認
で
き
る
。
し
た
が

っ
て
、
「念
仏
以
外
の
行
も
仏
が
誓
わ
れ
た
往
生
行
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
の

「諸
行
本
願
義
」

と
い
う
評
価
で
あ
れ
ば
、
異
論
を
挟
む
余
地
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら

『法
事
讃
疑
芥
』
に
は
、

疑
ひ
て
云
は
く
、
念
仏
と
諸
行
と
を
論
ぜ
ず
、
ミ
ダ
の
光
明
は
往
生
人
を
摂
す
る
か
。
答
ふ
。
摂
取
は
必
ず
念
仏
に
限
る
べ
き
な

◎り

。

と
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
は
念
仏
と
諸
行
と
を
分
け
隔
て
な
く
往
生
人
を
摂
す
る
の
か
と
い
う
問
い
を
設
け
て
、
摂
取
は
必
ず
念
仏

に
限
る
と
答
え
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く

『法
事
讃
疑
芥
』
に
は
、

ま
た
細
劃
劇
翻
凶
川
刊
劃
綱
引
冽
。
答
ふ
。
面
『厠
「
釧
【州
制
「『
「
馴
。‐‐
「四
悧
「「
刻
剰
『詞
‐フ‐口＝
川劉
嘲
引
列
列
。
故
に

『般
舟
讃
』
に
云
は
く
、

〓
一エハ



「万
行
倶
に
廻
し
て
皆
往
く
こ
と
を
得
れ
ど
も
、
念
仏
の

一
行
最
も
尊
た
り
。
廻
生
の
雑
善
お
そ
ら
く
は
力
弱
し
。　
一
日
七
日
の

念
に
過
ぐ
る
も
の
な
し
」
と

〈
文
〉。

と
あ
り
、
念
仏
以
外
の
諸
行
で
あ
る
雑
善

（雑
行
）
は
疎
遠
で
あ
り
力
が
弱
い
か
ら
往
生
し
難
い
こ
と
を
、
『般
舟
讃
』
を
文
証
と
し

て
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に

『礼
讃
光
明
抄
』
に
は
、

尋
ね
て
云
は
く
、
三
心
の
当
体
を
釈
す
る
の
処
に
、
す
で
に

「自
ら
罪
を
造
り
て
退
失
す
」
と
云
ふ
。
い
ま

「心
不
退
」
と
云
ふ

は
相
違
如
何
ん
。
答
ふ
。
こ
れ
に
付
き
て
三
解
あ
り
。　
一
に
は
凡
夫
光
触
の
異
な
り
、
謂
は
く
凡
夫
の
過
に
約
し
て

「罪
を
造
り

て
退
失
す
」
と
云
ふ
、
凡
夫
は
退
位
な
る
が
故
に
。
光
触
の
徳
に
約
し
て

「心
不
退
」
と
云
ふ
な
り
、
仏
力
の
冥
加
な
る
が
故
に
。

二
に
は
定
善
散
善
の
異
な
り
、
謂
は
く
定
心
の
徳
に
約
し
て

「心
不
退
」
と
云
ふ
、
無
生
を
悟
る
が
故
に
。
散
心
の
者
に
約
し
て

「罪
を
造
り
て
退
失
す
」
と
云
ふ
、
い
ま
だ
無
生
を
得
ざ
る
が
故
に
。
三
に
は
諸
行
念
仏
の
異
な
り
、
謂
は
く
上
六
品
の
余
行
に

約
し
て

一
罪
を
造
り
て
失
す
」
と
云
ふ
、
余
行
は
摂
取
不
捨

の
益
な
き
が
散

に
て
念
私

に
結
し
て

一
心
不
退
」
と
云
ふ
、
観
称
と

⑪

も
に
摂
取
不
捨
の
益
あ
る
が
故
に
。

と
説
か
れ
て
お
り
、
三
心
の
当
体
を
解
釈
す
る
に
あ
た
り

「自
ら
罪
を
造
り
て
退
失
す
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
「心
不
退
」
と
の
相
違

は
如
何
な
る
も
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、
三
解
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
な
か
、
殊
に
第
二
の
諸
行
念
仏
の
異
な
り
に
お
い
て
は
、
余

行
に
は
摂
取
不
捨
の
益
は
な
い
が
、
念
仏
に
は
観
称
と
も
に
摂
取
不
捨
の
益
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
諸
行
と
念
仏
の
関
係
に
お
い
て
明

確
に
優
劣
の
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
『散
善
義
光
明
抄
』
に
は
、

た
だ
し

「定
散
と
は
弘
願
の
外
の
要
門
な
り
、
称
名
と
は
正
し
く
弘
願
の
法
体
な
り
」
等
の
難
に
至
り
て
は
、
こ
れ
ま
た
爾
ら
ざ

る
か
。
解
釈
の
次
第
を
披
閲
す
る
に
、
紹
別

の
意
あ
る
か
て
ま
づ

一
弥
陀

の
本
誓
願
、
極
楽

の
要
匿
、
定
散
等
し
く
廻
向
し
て
」

等
を
釈
す
る
は
、
一本
誓
願
」
は
往
生
の
強
縁
な
り
、
一定
散
」
は
去
行
な
り
、
こ
れ
す
な
は
ち
総
な
り
ｃ
次
に

一
一
向
専
念
」
等

長
西
教
学
に
関
す
る
一
試
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
七



長
西
教
学
に
関
す
る
一
試
論

三

八

を
釈
す
る
は
、
定
散
の
去
行
の
中
に
お
ひ
て
諸
行
は
傍
な
り
、
因
明
な
り
。
念
仏
は
正
な
り
、
直
弁
な
り
。
こ
の
中
に
於
ひ
て
観

翻
割
目
引
剥
Ｆ
り
、
称
名
は
定
業
な
り
。
故
に
別
し
て
正
定
業
を
も
っ
て

「
一
向
専
念
」
等
と
云
ふ
な
り
。
こ
れ
す
な
は
ち
与
奪

の
意
な
り
。
か
く
の
ご
と
き
等
の
与
奪

・
傍
正
の
意
は
、
世
間

・
出
世
間
の
常
の
習
な
り
。

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
定
散
の
去
行
の
な
か
、
諸
行
は
傍
因
で
あ
り
因
明

（
つ
い
で
に
明
か
さ
れ
た
法
）、
念
仏
は
正
因
で
あ
り
直
弁

（往

生
の
要
行
と
し
て
直
ち
に
説
か
れ
た
法
）
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
念
仏
の
な
か
で
も
観
念
を
助
業
、
称
名
を
正

定
業
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
は
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
た
背
景
は
、
『玄
義
分
光
明
抄
』
に
、

尋
ね
て
云
は
く
、
五
乗
の
外
の
諸
機
を
摂
す
べ
き
が
故
に
、
二
乗
門
に

「五
乗
斉
入
」
等
と
云
ふ
。
故
に
知
ん
ぬ
、
五
乗
は
即
ち

聖
道

・
浄
土
に
通
ず
べ
き
か
。
し
か
れ
ば
何
ぞ
五
乗
の
外
に
障
重
の
衆
生
を
挙
ぐ
る
か
。
答
ふ
。
爾
な
り
。
た
だ
し
解
釈
の
始
終

の
意
を
案
ず
る
に
云
は
く
、
「五
乗
と
も
に
正
道
修
行
に
堪

へ
ざ
る
者
は
、
浄
土
門
と
云
ふ
べ
し
」
と
云
ふ
な
り
。
こ
れ
を
も

っ

「

『
‐
「
刹
刹
」
の
上
に
云
は
く
、
「
『大
集
月
蔵
経
』
に
云
は
く
、
《
わ
が
末
法
の
時
の
中
に
、
億
々
の

行
を
起
し
道
を
修

す
れ
ど
も
、
い
ま
だ

一
人
と
し
て
得
る
者
あ
ら
ず
》
と
。
当
今
は
末
法
に
し
て
、
こ
れ
五
濁
悪
世
な
り
ｃ
た
だ
浄
土
の

一
門
の
み

あ
り
て
通
入
す
べ
き
路
な
り
。
こ
の
故
に

『大
経
』
に
云
は
く
、
《
も
し
衆
生
あ
り
て
、
た
と
ひ

一
生
悪
を
造
れ
ど
も
、
命
終
の

時
に
臨
み
て
、
十
念
相
続
し
て
わ
が
名
字
を
称
せ
ん
に
、
も
し
生
ぜ
ず
は
正
覚
を
取
ら
じ
》
と
。
ま
た

一
切
衆
生
す
べ
て
自
ら
量

ら
ず
。
も
し
大
乗
に
拠
ら
ば
、
真
如
実
相
第

一
義
空
、
か
つ
て
い
ま
だ
心
を
措
か
ず
。
も
し
小
乗
を
論
ぜ
ば
、
見
諦
修
道
に
修
入

し
、
す
な
は
ち
那
含

・
羅
漢
に
至
る
ま
で
、
五
下
を
断
じ
五
上
を
除
く
こ
と
、
道
俗
を
問
ふ
こ
と
な
く
、
い
ま
だ
そ
の
分
あ
ら
ず
。

た
と
ひ
人
天
の
果
報
あ
れ
ど
も
、
み
な
五
戒

・
田
善
の
為
に
よ
く
こ
の
報
を
招
く
。
然
る
に
持
ち
得
る
者
は
甚
だ
希
な
り
。
も
し

起
悪
造
罪
を
論
ぜ
ば
、
何
ぞ
暴
風
駿
同
一に
異
な
ら
ん
や
。
こ
こ
を
も
っ
て
諸
仏
の
大
慈
、
勧
め
て
浄
土
に
生
ぜ
じ
め
た
ま
ふ
。
た



と
ひ

一
形
悪
を
造
れ
ど
も
、
た
だ
よ
く
意
を
繋
け
て
専
精
に
常
に
よ
く
念
仏
す
れ
ば
、　
一
切
の
諸
障
自
然
に
消
除
し
て
、
定
め
て

⑭

往
生
を
得
。
何
ぞ
思
量
せ
ず
し
て
す
べ
て
因
く
心
な
き
や
」
と

〈文
〉
。
今
の
釈
と
意
は
同
じ
か
。

と
あ
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
善
導
義
や
道
綽
義
の
引
用
を
通
じ
て
時
機
に
つ
い
て
の
言
及
が
確
認

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
長
西
教
学
の
根
底
に
は
、
時
は
末
法
、
機
は
聖
道
門
の
修
行
に
堪
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
が
想
定
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

如
上
、
諸
行
と
念
仏
を
、
摂
取
の
益
の
有
無
や
往
生
の
難
易
、
傍
正
や
因
明
直
弁
対
等
で
差
別
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

つ

ま
り
、
長
西
は
経
論
の
説
示
に
順
じ
た
道
理
と
し
て
諸
行
で
の
往
生
を
認
め
て
い
る
が
、
時
機
の
観
点
か
ら
明
確
に
称
名
正
定
業
を
示

⑮

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
時
代
に
お
け
る
評
価
の

一
例

上
述
の
如
く
、
長
西
に
お
い
て
諸
行
往
生
を
容
認
す
る
節
は
所
々
に
散
見
さ
れ
る
が
、
往
生
業
と
し
て
は
あ
く
ま
で
称
名
念
仏
を
根

底
に
据
え
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
経
論
を
文
証
と
し
た

「道
理
」
の
観
点
か
ら
諸
行
往
生
を
認
め
つ
つ
、
今
時
は
末
法
に

し
て
聖
道
修
行
に
堪
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

「時
機
」
の
観
点
か
ら
念
仏
往
生
、
称
名
正
定
業
の
説
示
に
至

っ
た
も
の
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
西
山
派
の
行
観

（
一
二
四
一
―

一
三
二
五
）
が

『選
択
集
秘
抄
』
に
、

九
品
寺
の
覚
明
房
の
諸
行
本
願
と
云
ふ
は
「
調
目
Ы
引
冽
劇
釧
剣
「
Ч
。
行
き
て
法
門
を
云
ひ
合
は
せ
む
と
言
ひ
て
至
れ
る
程
の
折

節
、
こ
の

『選
択
』
を
談
ず
る
時
な
れ
ば
、
こ
れ
を
見
て
云
は
く
、
「覚
明
房
は
学
匠
な
り
と
聞
く
に
、
こ
の

『選
択
』
を
用
ふ

る
事
あ
る
か
」
と
言
ひ
て
即
ち
帰
ら
ん
に
、
覚
明
房
の
云
は
く
、
「た
だ
入
り
た
ま
ふ
べ
し
、
こ
れ
は
会
釈
す
る
こ
と
あ
り
Ｌ
と

云
へ
り
。
「会
釈
す
と
い
へ
ど
も
、
何
事
か
あ
る
べ
し
」
と
云
ひ
て
帰
り
了
り
ぬ
。

．
副

に

も

詳
行
本
感
と
立

れ
ば
、

こ
の

て

つ

長
西
教
学
に
関
す
る
一
試
論

二
九



長
西
教
学
に
関
す
る
一
試
論

四
〇

文
を
用
ふ
べ
か
ら
ず
」

⑮レ
」
。

と
伝
え
て
い
る
こ
と
も
勘
案
す
れ
ば
、　
一
言
に

「諸
行
本
願
義
」
と
い
っ
て
も
複
数
の
系
統
が
あ

っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
長
西

教
学
は
当
時

一
般
に
知
ら
れ
て
い
た

「諸
行
本
願
義
」
と
は

一
線
を
画
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

法
然
門
下
諸
派
に
お
け
る
長
西
へ
の
言
及

こ
こ
ま
で
、
長
西
教
学
の
実
際
を
確
認
し
て
き
た
。
そ
こ
で
浮
か
び
上
が

っ
て
き
た
の
は
、
道
理
と
し
て
諸
行
で
の
往
生
も
容
認
す

る
が
、
時
機
を
鑑
み
て
実
際
に
は
称
名
念
仏
を
正
定
業
と
理
解
す
る
専
修
念
仏
者
の
す
が
た
で
あ

っ
た
。
で
は
、
長
西
教
学
が
異
端
で

あ
る
と
過
剰
に
強
調
さ
れ
て
伝
承
さ
れ
た
背
景
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
そ
の
点
を
考
察
し
て
み
た
い
。

筆
者
は
、
長
西
教
学
の
伝
承
に
つ
い
て
、
少
な
か
ら
ず
同
じ
法
然
門
下
諸
派
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
る
。
今
回
、
長
西
に
つ
い
て
各

派
で
ど
の
程
度
の
言
及
が
あ
る
の
か
を
知
る
た
め
に
、
④
覚
明
、
○
長
西
、
⑤
九
品
寺
と
い
う
用
語
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
設
定
し
、

以
下
の
叢
書

・
全
書
類
に
収
録
さ
れ
る
著
作
の
調
査
を
試
み
た
。

【西
山
義
系
】
①

『西
山
叢
書
』
全
六
巻
　
②
森
英
純
編

『西
山
上
人
短
篇
抄
物
集
』

【鎮
西
義
系
】
①

『浄
土
宗
全
書
』
全
二
〇
巻

（続
巻
は
除
く
）

管
見
の
限
り
、
【西
山
義
系
】
で
は
長
西
教
学
は
お
ろ
か
、
事
蹟
に
す
ら

一
つ
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
①
②
と
も
派

祖
証
空

（
一
一
七
七
―

一
二
四
七
）
の
著
作
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
時
代
的
な
面
を
考
慮
す
れ
ば
当
然
の
結
果
と
も
い
え
よ
う
か
。

証
空
の
門
弟
に
ま
で
視
野
を
広
げ
れ
ば
結
果
が
変
わ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
西
山
派
の
静
見

（―

一
三
七
八
―
）
が
編
集
し

た

『法
水
分
流
記
』
に
は
長
西
に
つ
い
て
、

〔法
然
〕
上
人
往
生
の
時
二
十
九

〔歳
〕、
そ
の
後
日
「Ш‐調剛
Ａ‐バな
り
。
「瑚「測
以
後
…
（以
下
略
）
・凛



と
あ
り
、
法
然
滅
後
に
西
山
の
門
人
と
な
る
も
義
絶
さ
れ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
そ
も
そ
も
西
山
義
か
ら
見
れ
ば

長
西
は
、
自
宗
と
相
容
れ
な
い
も
の
と
し
て
相
手
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

次
に
、
【鎮
西
義
系
】
で
は
、
『浄
全
』
全
体
で
④
覚
明
…

一
〇
三
件

（弁
長

・
良
忠

・
聖
聡

・
聖
問
な
ど
）、
○
長
西
…
二
九
件

（聖

円
な
ど
）、
⑤
九
品
寺
…
六
〇
件

（弁
長

・
聖
間
な
ど
）
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た‐
。
今
、
紙
数
の
都
合
に
よ
り
全
て
を
紹
介
す
る
こ

と
は
割
愛
す
る
が
、
参
考
ま
で
に

一
、
二
の
用
例
を
紹
介
し
よ
う
。

派
祖
弁
長

（
一
一
六
二
―

一
二
三
八
）
が
著
し
た

『徹
選
択
集
』
に
は
、

ま
た
別
願
の
幽
致
よ
り
し
て
及
び
宗
祖
の
意
を
粗
窺
ひ
得
た
る
者
は
、
念
仏
の
法
は
浅
近
偏
小
に
し
て
大
乗
門
に
非
ず
と
思

へ
り

④

〈覚
明
上
人
の
如
き
こ
れ
な
り
〉
。

と
あ
り
、
法
然
の
こ
こ
ろ
を
粗
く
窺
い
得
る
者
、
す
な
わ
ち
別
願
を
も

っ
て
諸
行
を
容
認
し
て
い
く
者
は
、
念
仏
の
法
は
浅
近
偏
小
で

大
乗
の
法
門
で
は
な
い
と
考
え
る
旨
を
述
べ
、
長
西
は
こ
の
類
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
明
確
に
長
西
の
名
前
を
挙
げ
て
論
じ
る

も
の
も
あ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
例
も
見
ら
れ
る
。
弁
長
の
門
弟
で
あ
る
良
忠

（
一
一
九
九
―

一
二
八
七
）
の

『論
註
記
』
に
は
、

「
《
優
婆
提
舎
》

は
た
だ
長
行

の
み

に
局

り
、
《
願

生
偶
》

の
言

は
た
だ
偶

頌

の
み

に
在

り
Ｌ

と
。
Ｊ
洲
コ
「
『
州

―

‐
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Э

ら
ず
。
侶
に
は

「わ
れ
修
多
羅
等
に
依
り
」
と
云
ひ
、
『註
』
に
は

「優
婆
提
舎
の
名
を
成
ず
」
と
云
へ
り

〈巳
上
〉。

と
、
何
者
か
の
義
を
引
用
し
て
、
そ
れ
が
誤
り
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
同
じ
鎮
西
義
の
聖
聡

（
一
三
六
六
―
一
四
四
〇
）
は

『註

記
見
聞
』
に
こ
の
一
文
を
、

「有
る
が
云
は
く
」
と
は
、
本
願
義
の
剣
呵
目
円劉
劃
「な
りて
。

と
註
釈
し
て
、
良
忠
が

「有
る
が
云
は
く
」
と
名
前
を
伏
せ
て
批
判
し
て
い
る
相
手
が
覚
明
房
、
す
な
わ
ち
長
西
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

長
西
教
学
に
関
す
る

一
試
論

四

一
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長
西
教
学
に
関
す
る
一
試
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

以
上
、　
一
部
の
用
例
を
紹
介
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
鎮
西
義
に
お
い
て
は
長
西
教
学

へ
の
言
及
が
多
く
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

ま
た
、
後
者
の
用
例
か
ら
、
小
論
で
取
り
上
げ
た
用
語
で
表
れ
た
数
字
よ
り
も
、
「有
る
が
云
は
く
」
と
の
表
現
を
用
い
て
、
よ
り
多

く
の
言
及
が
為
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

今
回
の
簡
易
的
な
調
査
の
結
果
か
ら
見
て
も
、
少
な
か
ら
ず
鎮
西
義
の
人
師
が
、
長
西
あ
る
い
は
長
西
門
流
の
教
義
に
対
し
て
特
別

な
意
識
を
持

っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
何
故
こ
こ
ま
で
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者

は
、
そ
の
理
由
が
鎮
西
義
に
お
け
る
諸
行
の
扱
い
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
以
下
、
私
見
を
論
じ
て
み
た
い
。

鎮
西
義
に
お
け
る
諸
行
の
扱
い

鎮
西
義
に
お
け
る
諸
行
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
弁
長
の

『徹
選
択
集
』
に
は
、

「善
導
和
尚
、
正
雑
二
行
を
立
て
、
雑
行
を
捨
て
て
正
行
に
帰
す
る
」
と
は
、
『選
択
集
』
の
意
は
、
し
ば
ら
く
聖
道
門
を
閣
き

て
早
く
浄
土
門
に
入
り
、
浄
上
の
行
を
修
す
べ
し
と
い
へ
り
。
浄
上
の
行
に
就
き
て
二
あ
り
ｃ　
一
に
は
諸
行
往
生
、
二
に
は
念
仏

往
生
な
り
ｃ
し
ば
ら
く
諸
行
を
止
め
て
偏
に
念
仏
を
行
ず

れ
は
．

ル
処
ず
生

死
を
一聞
一れ

て
定

め

て

た

だ

倉

μ

ン
」

メ

Ｕ

し

「
測
だ
二
種
あ
り
。　
一
に
は
観
行
の
念
仏
、
二
に
は
称
名
の
念
仏
な
り
。
い
ま
善
導
の
意
は
、
全
く
観
行
の
念
仏
に
は
非
ず
、
た

だ
こ
れ
称
名
の
念
仏
な
り
ｃ
釈
尊
の
付
層
流
遅
な
る
が
散

フ
Ｌ

弥
陀

の
本
膠
咸
勅

な

が

あ

に

．

フ
」

一類
ひ
な
し
く
弟

子

る

某
甲
、
先
師
在
世
の
時
、
か
く
の
ご
と
く
こ
れ
を
習
ひ
伝
は
ん
。
よ
り
て
末
代
の
行
者
の
為
に
具
に
も
っ
て
教

へ
置
く
所
な
り
、

②

疑
ふ
こ
と
勿
れ
と

〈
云
云
〉
。

と
述
べ
て
、
浄
土
の
行
に
①
諸
行
往
生
と
②
念
仏
往
生
の
二
種
類
が
あ
る
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
念
仏
往
生
を
勧
め
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
念
仏
に
つ
い
て
も
観
念
と
称
念
の
二
種
を
挙
げ
る
が
、
善
導
の
意
に
よ
っ
て
称
名
念
仏
を
勧
め
て
お
り
、
称
名
念
仏
は
釈
尊
が
付



属
流
通
し
た
も
の
で
あ
り
、
弥
陀
の
本
願
が
成
就
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
往
生
に
疑
い
な
し
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
先
師
す
な
わ

ち
法
然
か
ら
学
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
末
代
の
行
者
の
た
め
に
教
え
置
く
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
記
述
か
ら
、
弁
長
は
末
代
の
行

者
と
い
う
時
機
を
鑑
み
て
称
名
念
仏
を
勧
め
て
い
る
も
の
の
、
浄
土
の
行
に
あ
え
て
諸
行
を
立
て
て
い
る
こ
と
か
ら
翻

っ
て
鑑
み
る
と
、

時
機
が
調
え
ば
諸
行
で
も
往
生
が
可
能
で
あ
る
と
の
理
解
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
同
じ
く

『徹
選
択
集
』
に
は
、

問
ひ
て
日
は
く
、
善
導
宗
の
意
は
万
法
の
中
に
於
ひ
て
、
名
号
の

一
法
を
取
り
て
念
仏
と
名
づ
け
、
そ
の
外
の
法
を
念
仏
と
は
名

づ
け
ず
。
何
ぞ
い
ま

一
切
の
法
を
も

っ
て
み
な
念
仏
と
名
づ
く
る
や
。
答

へ
て
日
は
く
、
い
ま
念
仏
に
於
ひ
て
総
別
二
種
の
義
あ

る
な
り
。

い
は
ゆ
る
、
総
じ
て
こ
れ
を
言
は
ば
、

み
な
こ
れ
念
仏
な
り
。
別
し
て
こ
れ
を
言
は
ば
、
日
に
名
号
を
称
す
る

を
も
っ
て
念
仏
と
為
す
な
り
。
た
だ
し
善
導
の
意
は
総
を
捨
て
て
別
を
取
る
な
り
。
お
よ
そ
聖
教
の
習
に
み
な
広
略
開
合
の
義
あ

の

ｎ

ノば
、
或
は
事
に
約
し
、
或
は
理
に
約
す
る
な
り
。
理
に
約
す
る
の
時
は
、
万
法
は
す
な
は
ち
こ
れ
真
如
の

一
理
な
り
。
事
に
約
す

る
の
時
は
、
万
法
は
す
な
は
ち
こ
れ
般
若
の

一
法
な
り
。
そ
の
般
若
と
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
仏
智
な
り
。
そ
の
仏
智
と
は
、
す
な

０

は
ち
こ
れ
事
な
り
。
上
に
言
ふ
所
の
ご
と
く
、
総
別
の
義
は
こ
れ
に
例
し
て
知
る
べ
し
。

と
あ

っ
て
、
善
導
宗
の
こ
こ
ろ
は
多
く
の
教
え
の
中
か
ら

一
つ
、
名
号
の
教
え
を
取
り
出
し
て
念
仏
と
名
付
け
、
そ
の
他
の
教
え
を
念

仏
と
は
名
付
け
な
い
。
ど
う
し
て
今
は

一
切
の
教
え
を
念
仏
と
名
付
け
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
す
る
答
え
と
し
て
、
念
仏
に
総
と
別

の
二
種
の
義
を
立
て
る
。
す
な
わ
ち
、
総
じ
て
言
え
ば
全
て
の
教
え
は
念
仏
で
あ
り
、
別
し
て
言
え
ば
名
号
を
口
に
称
え
る
こ
と
を
念

仏
と
す
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
善
導
の
こ
こ
ろ
は
総
を
捨
て
て
別
を
取
る
こ
と
を
明
か
し
、
こ
れ
ら
を
広
略
開
合
と
い
う
例
え
を
も

っ

て
説
明
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
総
の
念
仏
と
し
て
諸
行
を
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
通
り
、
法
然
は
諸
行
を
廃
捨
し
て
い
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西
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じ
よ
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開
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な

り

０
よ

そ
の
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法
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法
を
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る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
記
述
よ
り
弁
長
は
念
仏
の
中
に
諸
行
を
納
め
入
れ
て
、
諸
行
も
往
生
の
行
業
と
し
て
認
め
て
い
る
こ
と
が
窺

え
る
。
ま
た
、
『浄
土
宗
要
集
』
に
も
、

行

と

卿

区

α

行

念
仏
は
こ
れ
阿
弥
陀
仏
の
本
願
な
り
、
故
に
別
因
の
行
な
り
。
三
福
は

往

生

の
行

三

た

ｎ

ノ

這

区

の

こ
れ

一
切
諸
仏
通
因
の
行
な
り
、
故
に
通
因
を
も

っ
て
上
品
の
三
生
に
待
対
し
、
中
品
の
三
生
に
待
対
し
、
別
因
を
も

っ
て
下
品

の
三
生
に
待
対
す
る
な
り
。
も
し
し
か
ら
ば
、
別
因
を
も

っ
て
九
品
に
通
ぜ
ん
時
、
念
仏
の

一
行
を
も

っ
て
九
品
に
待
対
す
。

と
あ
り
、
往
生
行
を
通
因
と
別
因
の
二
種
に
分
類
し
、
念
仏
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
で
あ
る
か
ら
別
因
の
行
で
あ
り
、
三
福
は

一
切
諸
仏

の
通
因
の
行
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
機
根

へ
の
配
当
に
お
い
て

一
応
の
差
を
つ
け
て
、
諸
行
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
誓
わ
れ

た
因
行
で
は
な
い
と
す
る
が
、
道
理
と
し
て
は
往
生
の
行
業
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
通
仏
教
的
な
視
点
を
交
え
な
が
ら
浄
土
門
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
姿
勢
を
見
て
取
れ
る
が
、
そ
の
結
果
と
し

て
諸
行
に
つ
い
て
も
寛
容
と
な
り
、
本
願
所
誓
と
は
定
義
し
な
い
も
の
の
、
大
枠
で
見
た
時
に
は

「浄
土
疑
芥
」
を
通
し
て
見
た
長
西

教
学
と
の
差
異
が
あ
ま
り
明
確
で
な
い
よ
う
に
窺
え
る
。

次
に
、
鎮
西
義
の
な
か
で
も
長
西
と
同
時
代
に
活
躍
し
た
良
忠
の
著
作
を
見
る
と
、
『選
択
伝
弘
決
疑
抄
』
に
、

「善
導
和
尚
、
正
雑
二
行
を
立
て
て
雑
行
を
捨
て
て
正
行
に
帰
す
る
の
文
」
。
問
ふ
。
「雑
行
を
捨
て
て
」
と
は
、
そ
の
雑
行
は
浄

土
に
生
ぜ
ざ
る
と
為
す
か
。
答
ふ
。
伝
に
云
は
く
、
正
雑
二
行
は
同
じ
く
往
生
を
得
く

こヽ

ｎ

ノ

く
生

ず

同

じ

る

こ

と

を

得

と

い

ど

も

．

え

の

雑
行
は
弱
く
、
正
行
は
強
き
な
り
ｃ
い
ま
下
機
に
望
む
れ
ば
、
恐
ら
く
は
生
じ
難
し
ｃ
故
に
し
ば
ら
く
捨
て
て
行
ぜ
ず
ｃ

④

機
に
対
す
れ
ば
生
ぜ
ざ
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。

と
あ
り
、
正
雑
二
行
と
も
に
往
生
行
と
し
て
容
認
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
雑
行
を
捨
て
置
い
た
の
は
、
下
根
の
機
と
い
う
観
点
に
お
い

て
諸
行

（雑
行
）
で
は
往
生
し
難
い
と
の
論
理
か
ら
で
、
諸
行

（雑
行
）
に
堪
え
ら
れ
る
機
根
で
あ
れ
ば
諸
行
で
も
往
生
で
き
る
と
い



う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
機
根
に
よ
る
差
異
は
あ
れ
ど
も
、
結
局
は
諸
行
で
の
往
生
を
許
す
立
場
を
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た

同
じ
く

『選
択
伝
弘
決
疑
抄
』
に
は
、

も
し
諸
行
不
生
の
義
を
存
せ
ば
、

の
明
文
み
な
こ
と
ご
と
く
破
壊
し
、
今
家
の
定
判
み
な
虚
説
と

況
ん
や
上
六
品

の
来
迎

・
仏
讚
、
専
ら
余
善
に
あ
り
。
も
し
虚
説
に
属
せ
ば
、
釈
迦

・
弥
陀
妄
言
を
設
く
る
こ
と
に
成
り
、
も
し
妄
言
と
云
は
ば
、

恐
ら
く
は
謗
法
の
過
を
招
か
ん
も
の
か
。
慎
し
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

と
あ
り
、
「諸
行
不
生
」
の
義
が
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
諸
経
典
の
文
言
は
こ
と
ご
と
く
破
壊
さ
れ
、
浄
土
宗
の
定
判
も
虚
説
と
な

っ

て
し
ま
う
。
虚
説
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
釈
迦

・
弥
陀
は
妄
言
を
設
け
た
こ
と
に
な
り
、
妄
言
と
言
お
う
も
の
な
ら
謗
法
の
咎
を
招
く
で

あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
道
理
的
観
点
よ
り
諸
行
往
生
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
も
の
は

一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、
概
略
こ
の
よ
う
に
基
本
路
線
は
弁
長
を
継
承
し
て
、
本
願
所
誓
と
は
定
義
し
な

い
も
の
の
、
道
理
の
面
か
ら
諸
行
往
生
を
認
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
長
西
教
学
と
近
似
し
た
理
論
が
示
さ
れ
、
両

者
の
間
に
は
共
通
性
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

良
忠
と
長
西
の
関
係

前
項
に
お
い
て
、
長
西
教
学
と
鎮
西
義
が
諸
行
の
扱
い
に
お
い
て
相
似
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
他
の
面
に
お
い
て
も
関
係

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

良
忠
門
弟
の
良
心

（
一
二
六
二
―

一
三
二
三
）
が
著
し
た

『授
手
印
決
答
受
決
抄
』
に
よ
る
と
、

―

―

Ｉ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Э

『伝
通
記
』
の
筆
執
は
性
心
な
り
。
余
人
は
側
国
コ
刑
�
翻
列
例
初
例
を̈
談
じ
、
及
び
要
要
の
経
論
章
疏
の
文
を
引
け
りく
。

と
あ
っ
て
、
良
忠
が

『観
経
疏
伝
通
記
』
を
執
筆
す
る
際
に
長
西
の
著
作
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
そ
の
思

長
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⑪

想
基
盤
に
長
西
教
学
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
点
か
ら
考
え
て
も
、
長
西
教
学
に
対
し
て
と
り
わ
け
強
い
意
識
を
持

っ
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
指
摘
の
他
に
も
、
長
西
の

『法
事
讃
疑
芥
』
と
良
忠
の

『法
事
讃
私
記
』
に
お
け
る

『阿
弥
陀
経
』

「不
可
以
少
善
根
」
の
釈
を
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
れ
が
顕
著
に
看
て
取
れ
る
。
以
下
に
対
照
し
て
み
よ
う
。

【長
西

『法
事
讃
疑
芥‘
』】

不
可
以
少
善
根

〈乃
至
〉
生
彼
国
等
事

疑
云
少
善
者
文
点
如
何
如
上

①
円
云
舎
利
弗
下
二
…

（中
略
）
…
得
生
悉
如
文

（中
略
）

尋
云
諸
師
如
何
釈
之
欺
答

②
天
台
義
記
云
問
前
云
不
可
…

（中
略
）
…
即
当
得
去

③

〈
信
同
之
〉

０
肇
公
義
疏
云
舎
利
弗
不
可
…

（中
略
）
…
布
施
乃
得
生

⑤
十
住
論
云
諸
菩
薩
凡
起
…

（中
略
）
…
願
必
得
往
生

〈文
〉

０
慈
恩
同
之

０
慈
蔵
ミ
タ
経
記
云
初
小
因
不
得

…

（中
略
）
…
如
経
論
説

也③
元
照
云
如
来
欲
明
持
…

（中
略
）
…
本
相
伝
訛
脱

〈
文
〉

問
少
善
根
者
何
善
根
耶
答
其
解
多
端
先
出
異
解
後
述
自
義
先
出
異
解

者０
肇
公
義
疏
云
舎
利
弗
不
可
…

（中
略
）
…
布
施
乃
得
生

彼
ω
十
住
論
云
諸
菩
薩
凡
起
…

（中
略
）
…
願
必
得
往
生

〈
己
上
〉

０
慈
恩
同
之

②
天
台
義
記
云
間
前
云
不
可
…

（中
略
）
…
即
当
得
去
也

〈
己
上
〉

①
孤
山
云
舎
利
弗
下
二
…

（中
略
）
…
得
生
悉
如
文

〈
己
上
〉

０
慈
蔵
弥
陀
経
記
云
初
少
因
不
得

…

（中
略
）
…
如
経
論
説
也

〈
己

上
〉

【良
忠

『

⑩

法
事
讃
私
記
』



０
希
深
義
解
同
之

⑩
要
決
云
夫
論
善
根
多
…

（中
略
）
…
定
判
為
少
善

〈
文
〉

０
春
秋
晏
子
日
以

一
心
可
事
固
君
以
百
心
不
可
事

一
君

〈
文
〉

０
暁
云
顕
示
大
菩
提
…

（中
略
）
…
等
元
識
嫌
名

〈文
〉

０
測
云
此
即
第
二
讃
…

（中
略
）
…
土
故
不
相
違

〈文
〉

尋
云
付
不
可
以
少
善
根
等
之
文
諸
師
作
異
解
有
何
由
欺
答
於
所
釈

経
文
別
作
諸
解
全
不
異
解
文
相
幽
玄
異
解
不
同
也
而
今
雖
説
少
善

不
生
未
明
少
善
之
相
而
今
案
此
文
意
有
其
二
意

一
次
下
説
執
持
名

号
得
生
故
知
摂
名
号
外
自
余
諸
善
云
少
善
不
生
欺
二
説

一
心
不
乱

即
得
往
生
故
知
設
雖
執
持
名
号
非

一
心
不
乱
云
少
善
不
生
欺
有
此

道
理
故
諸
師
各
異
解
也
。
又
雖
余
行

一
心
不
乱
行
之
即
得
往
生
也

何
云
少
善
不
生
欺
又
雖
名
号
非

一
心
不
乱
不
可
生
何
云
即
得
往
生

欺
故
知
経
意
未
得
安
心
厚
薄
説
少
善
不
生
也
然
則
人
師
解
釈
多
分

得
安
心
浅
深
釈
少
善
不
生
之
義
也

⑩
要
決
云
夫
論
善
根
多
…

（中
略
）
…
定
判
為
少
善

〈
己
上
〉

０
海
東
云
顕
示
大
菩
提
…

（中
略
）
…
等
無
護
嫌
名

〈
己
上
〉

次
述
自
義
者
随
縁
雑
善
名
為
少
善
七
日
念
仏
名
云
多
善

又
③
霊
芝
所
解
似
類
今
家
彼
疏
云
如
来
欲
明
持

…

（中
略
）
…

本
相
伝
訛
脱

〈
己
上
〉

０
希
義
解
同
之

問
認
、田
卿
解
有
価
由
、下

答
褻
奎
舗
『訳
翔馴
【分
明
時
諸
師
【
作

異
解
文
相
幽
玄
時
異
解
不
同
而
今
雖
説
少
善
不
生
未
明
少
善
行

相
今
案
此
文
有
其
二
意
一
次
下
説
執
持
名
号
得
生
故
知
指
名
号

外
自
余
諸
善
名
少
善
也
二
説

一
心
不
乱
即
得
往
生
故
知
設
雖
執

持
名
号
非

一
心
不
乱
云
少
善
不
生
有
此
理
故
諸
師
異
解
。
設
雖

刹
「和『若
一
劇州
【
剤
酬
洲
則
倒
引
設
圏
冽「副
コ
「創
「州
‐「
‐ヽ州
側
刹
「州
川̈
引
「咽

知
経
意
大
約
安
心
厚
薄
説
少
善
不
生
也
然
則
諸
師
解
釈
多
約
安

心
浅
釈
少
善
不
生
義
也

川「
『日
「川
劃
∃
∃̈
湘
飼
「『
「
二ヽ―「周
口
「凶
「引
刑
一剰
一ヨ
「

（※
便
宣
上
、
両
書
と
も
引
用
文
の
変
わ
り
目
で
改
行
し
、
対
照
を
図
っ
た
）

如
上
、
既
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
諸
師
の
解
釈
を
並

べ
る
な
か
で
人
師
の
呼
称
や
引
用
順
な
ど
は
わ
ず
か
に
異
な
る
が
、
そ
の
引
用

文
に
着
目
す
る
と
、
引
用
す
る
人
師
や
引
文
の
始
め
と
終
わ
り
が
符
合
し
、
「
同
之
」
と
す
る
箇
所
ま
で

一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

長
西
教
学
に
関
す
る
一
試
論
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長
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⊃

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
良
忠
が

『法
事
讃
疑
芥
』
を
下
敷
き
に
し
て

『法
事
讃
私
記
』
を
撰
述
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
よ
う‐
。
さ
ら
に

注
目
す
べ
き
は
、
両
者
と
も
引
文
の
直
後
に

「諸
師
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
異
解
を
為
し
て
い
る
の
か
」
（
　

部
）
と
の
問
い
を

設
け
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
長
西
は
こ
こ
で
自
義
を
述
べ
て
い
く
の
に
対
し
、
良
忠
は

「或
人
」
（‐

部
）
の
説
を
引
用
し
て
い
く

の
だ
が
、
そ
の
説
示
は
ま
さ
に
長
西
義
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

（‐
‐

部
）。
そ
し
て
、
長
西
義
を

一
通
り
引
用
し
た
後
、

「此
義
有
二
過
失
」
（
　

部
）
と
し
て
、
二
つ
の
観
点
か
ら
批
判
を
加
え
て
い
く
の
で
あ
る
。

紙
数
の
都
合
上
、
他
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
は
割
愛
す
る
が
、
良
忠
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
長
西
教
学
を
下
敷
き
に
し
た
、
あ
る

い
は
孫
引
き
し
た
と
見
ら
れ
る
用
例
は
少
な
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
良
忠
教
学
の
基
盤
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
る

『観
経
疏
』
理
解
だ

け
で
な
く
、
か
な
り
の
広
範
に
わ
た
っ
て
長
西
教
学
の
影
響
下
に
成
立
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
‐。

良
忠
教
学
興
隆
期
の
専
修
念
仏
教
団
と
良
忠
お
よ
び
長
西
門
流

良
忠
は
長
西
と
活
躍
時
期
も
近
く
、
そ
の
教
学
が
長
西
教
学
を
土
台
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
先
行
研
究
や
先
述
の
点
よ
り
明
ら
か
で

あ
る
。
そ
も
そ
も
、
良
忠
が
関
東
で
伝
道
を
は
じ
め
た
頃
、
専
修
念
仏
教
団
の
中
心
に
い
た
の
は
隆
寛
の
門
流
や
長
西
の
門
流
で
あ

っ

た
。
そ
の
よ
う
な
当
時
の
状
況
を
伝
え
る
史
料
に
、
日
蓮

（
一
三
二
二
―

一
二
八
二
）
の
著
作
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
文
応
元

（
一
二
六

〇
）
年
の
撰
述
に
な
る

『
一
代
五
時
図
』
に
は
、
法
然
門
流
の
系
図
を
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
‐。

第

一
弟
子

〈長
楽
寺
、
多
念
〉
　
　
　
　
　
　
　
隆
寛

〈南
無
房
、　
一
切
鎌
倉
の
人
人
〉

第

一
　

　

〈
こ
か
さ
〉
〔※
こ
さ
か
の
誤
記
か
〕

善
慧
房

〈当
院
洛
中

一
切
諸
人
〉

第

一
聖
光

〈筑
紫
九
国

一
切
諸
人
〉

一
条
覚
明

〈今
の
道
阿
弥
等
〉

成
覚
　
　
〈
一
念
〉

法
本
　
　
〈
一
念
〉



こ
れ
に
よ
れ
ば
、
殊
に
鎌
倉
に
お
い
て
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
た
の
は
、
法
然
の
門
流
で
は
、
隆
寛
門
弟
に
な
る
南
無
房
こ
と
智
慶

（―

一
三
二
二
―
）、
長
西
門
弟
に
な
る
道
阿
弥
こ
と
道
教

（―

一
二
七
一
―
）
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

『源
流
章
』
で
は
、

智
慶
法
師

〈道
号
南
無
〉
は
、
も
と
関
東
に
在
り
て
天
台
宗
を
学
す
。
後
に
華
洛
に
入
り
て
隆
寛
に
随
依
し
、
浄
土
宗
を
学
す
。

⑦

後
に
関
東
に
還
り
て
浄
教
を
昌
弘
す
。
東
上
の
浄
教
は
乃
ち
彼
の
力
な
り
。

道
教
上
人
は
、
関
東
に
て
教
を
弘
む
。
天
台
の
教
観
を
講
敷

・
弘
通
し
、
浄
土
教
を
講
じ
て
広
く
道
俗
に
被
ら
し
む
。
門
輩

一
に

⑩

非
ず
、
連
続
弘
化
せ
り
。

と
伝
え
ら
れ
、
関
東
で
浄
土
教
を
弘
め
た
有
力
な
人
物
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
道
教
に
つ
い
て
は
、
『関
東
往
還
記
』

に
よ
れ
ば
弘
長
二

（
一
二
六
二
）
年
の
時
点
で

「新
善
光
寺
別
当

〈道
教
、
念
仏
者
首
領
云
々
〉
」
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
彼
ら
が
専

修
念
仏
教
団
の
中
心
人
物
で
あ

っ
た
と
考
え
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
良
忠
の
名
は
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
良
忠
は

専
修
念
仏
教
団
の
一
人
師
、
鎮
西
義
も
筑
紫
に
流
伝
し
た

一
派
と
の
評
価
に
止
ま
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
九
年
後
の
文
永
六

（
一
二
六
九
）
年
に
著
さ
れ
た

『浄
土
九
品
之
事
』
で
は
、
同
じ
く
法
然
門
流
の
系
図
を
記
す
に
あ
た
り
、
弁
長
の
下
に

「念
阿
弥
陀

⑩仏
」
と
良
忠
の
名
が
現
れ
て
く
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
わ
ず
か
九
年
の
間
に
教
線
を
拡
大
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
文
永
八

（
一
二
七
一
）
年
に
制
作
さ
れ
た

「行
敏
訴
状
御
会
通
」
に
は
、

馴
「側
副
利
劉
コ
‐洲
「用
糊̈
翻
「個
劇̈
釧
劃
「
【１
‐湘
”州
嗣̈
］劃
列̈
¶
日「
剣
調̈
「翻
『劃
Ⅲ̈
馴̈
洲̈
別̈
Ч
Ｊ
「倒
則̈
訓̈
胴̈
馴
「「
剛
劃̈
「̈
［州
『「
例
［∃
「引
矧
調
調̈

コ劉
剣
列
に
云
く
、
「早
く
日
蓮
を
召
し
決
せ
ら
れ
て
邪
見
を
擢
破
し
、
正
義
を
興
隆
せ
ん
と
欲
す
る
事
」
云
云
と＜
。

と
あ
り
、
良
観
こ
と
忍
性

（
一
二
一
七
―

一
三
〇
三
）
や
道
教
、
そ
し
て
良
忠
が
中
心
と
な

っ
て
日
蓮
を
訴
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
、
良
忠
の
名
が
道
教
と
並
列
に
見
え
る
こ
と
は
、
客
観
的
に
見
て
も
、
良
忠
が
専
修
念
仏
教
団
の
中
心
人
物
と
な

っ

て
い
た
こ
と
の
証
拠
と
い
え
よ
う
。
同
時
に
、
こ
の
時
期
に
い
わ
ゆ
る
鎮
西
義
の
六
派
を
展
開
す
る
門
弟
が
入
室
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

長
西
教
学
に
関
す
る

一
試
論

四
九
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〇

⑫

鎮
西
義
の
興
隆
が
大
い
に
進
み
、
良
忠
が
専
修
念
仏
教
団
の
指
導
者
的
立
場
ま
で
上
り
詰
め
た
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。

如
上
、
良
忠
は
専
修
念
仏
教
団
の
中
心
人
物
と
目
さ
れ
る
ま
で
に
大
成
し
た
。
そ
れ
は
、
他
派
に
対
し
て
論
争
を
仕
掛
け
る
こ
と
で

自
ら
の
正
当
性
を
主
張
し
、
法
然
門
下
内
で
の
イ
ニ
シ
ア
チ
プ
を
取
れ
る
状
況
が
整

っ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
な
か
で
最
も
意
識
し
て

い
た
門
流
が
、
教
線
の
拡
大
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
も
、
教
義
の
近
似
性
か
ら
見
て
も
、
好
敵
手
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
長
西
門
流

で
あ

っ
た
。
上
述
し
た
如
く
、
良
忠
は
長
西
教
学
を
援
用
す
る
こ
と
で
自
身
の
教
学
を
形
成
し
な
が
ら
も
、
処
々
に
批
判
を
混
ぜ
る
こ

と
で
長
西
門
流
と
の
差
異
を
明
確
に
し
、
正
当
性

・
優
位
性
を
主
張
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
良
忠
が
台
頭
し
て
長
西
門
流
を
批
判
し
て
い
く

一
方
で
、
長
西
門
流
か
ら
は
道
教
が

『諸
行
本
願
義
』
や

『
二
十
願

⑭

決
疑
問
答
』
な
ど
を
著
し
て
良
忠
に
反
駁
し
て
対
応
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
長
西
教
学
と
長
西
門
流
教
学
と
の
間
で
、
徐
々
に
ず
れ

が
生
じ
て
く
る
。
そ
の
最
た
る
例
は
阿
弥
陀
房

（
一
二
〇
〇
―

一
二
七
八
）
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「浄
土
疑
芥
」
に
は
、
長
西
の
釈

⑮

義
に
続
い
て

「私
に
云
は
く
」
と
の
私
釈
が
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
阿
弥
陀
房
の
釈
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
か
に
は

「
こ
の
義
は
然
ら
ず
」
と
述
べ
て
長
西
義
を
批
判
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
く
、
長
西
義
か
ら
乖
離
し
て
い
く
様
子
を
看
取
で
き
る
。
そ

し
て
、
こ
の
よ
う
な
相
異
は
、
道
教
の
弟
子
に
し
て
、
長
西
か
ら
見
れ
ば
孫
弟
子
に
あ
た
る
導
空

（―

〓
二
一
三
―
）
の
段
階
に
な
る

と
如
実
に
顕
れ
て
く
る
。
導
空
は
、
『浄
土
伝
灯
総
系
譜
』
に
よ
る
と
、

④

性
仙

〈字
道
空
、
浄
光
明
寺
に
住
す
。
こ
の
人
高
弁
の

『推
邪
輪
』
に
附
き
順
ひ
て

『選
択
集
』
を
難
ず
〉

と
あ
り
、
明
恵

（
一
一
七
三
―

一
二
三
二
）
の

『擢
邪
輪
』
の
所
説
に
賛
同
し
、
『選
択
集
』
を
批
判
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

事
実
、
金
沢
文
庫
に
は

『選
択
集
述
疑
』
な
る

一
書
が
蔵
さ
れ
、
『推
邪
輪
』
等
を
多
用
し
て

『選
択
集
』
を
批
判
す
る
そ
の
内
容
よ

④

り
、
導
空
の
も
の
と
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
、
、
元
祖
法
然
の
主
張
を
批
判
し
た
こ
と
は
専
修
念
仏
教
団

へ
の
違
背
行
為
で
あ
り
、
こ

こ
に
門
流
の
み
な
ら
ず
、
派
祖
で
あ
る
長
西
も
含
め
て
邪
義

・
異
端
と
評
さ
れ
る
素
地
が
で
き
あ
が

っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。



小
　
結

小
論
で
は
、
法
然
門
流
に
お
い
て
邪
義

ｏ
異
端
と
評
さ
れ
る
長
西
教
学
の
実
際
と
、
そ
の
よ
う
な
評
価
が
成
立
し
た
背
景
に
つ
い
て

私
見
を
論
じ
て
き
た
。
簡
潔
に
要
点
を
示
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

●
長
西
教
学
は
、
道
理
の
面
か
ら
諸
行
を
本
願
所
誓
と
し
、
諸
行
往
生
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
時
機
の
観
点
よ
り
称
名
念
仏
を
正

定
業
と
位
置
づ
け
て
い
る
点
は
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た

『選
択
集
秘
抄
』
の
所
伝
も
勘
案
す
る
と
、　
一
般

（聖
道
諸
師
）

に
い
わ
れ
る
諸
行
本
願
義
と
は

一
線
を
画
す
独
自
の
教
学
で
あ

っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

②
法
然
門
流
諸
派
の
う
ち
、
長
西

へ
言
及
す
る
の
は
殆
ど
が
鎮
西
義
で
あ
る
。
長
西
教
学
と
鎮
西
義
と
で
は
本
願
所
誓
か
否
か
の
相
異

は
あ
る
も
の
の
、
と
も
に
道
理
の
観
点
か
ら
諸
行
往
生
を
容
認
す
る
な
ど
、
諸
行
の
扱
い
に
近
似
性
が
見
ら
れ
る
。
事
実
、
良
忠
教

学
は
長
西
教
学
を
援
用
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
な
か
で
長
西
教
学

へ
の
批
判
を
多
く
為
す
こ
と
で
独

自
性
を
確
保
し
て
い
る
。

０
長
西
門
流
は
当
初
、
鎌
倉
を
中
心
に
隆
盛
を
誇

っ
て
鎮
西
義
を
圧
倒
し
て
い
た
が
、
徐
々
に
良
忠
が
台
頭
し
て
専
修
念
仏
教
団
の
中

心
的

・
指
導
者
的
人
物

へ
と
成
長
す
る
。
良
忠
か
ら
長
西
お
よ
び
長
西
門
流

へ
の
批
判
は
継
続
し
て
為
さ
れ
る
が
、
長
西
門
流
も
道

教
等
が
反
駁
し
て
、
互
い
に
意
識
し
合
う
好
敵
手
関
係
が
続
い
て
い
た
。

●
時
を
同
じ
く
し
て
、
長
西
教
学
と
長
西
門
流
の
教
学
に
ず
れ
が
生
じ
始
め
、
つ
い
に
は
導
空
が
法
然
の

『選
択
集
』
を
批
判
す
る
な

ど
、
専
修
念
仏
教
団

へ
の
違
背
行
為
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
邪
義

・
異
端
評
価
の
素
地
が
で
き
あ
が
る
。

長
西
教
学
に
関
す
る

一
試
論

五

一
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五
二

如
上
、
長
西
教
学
は
、
門
弟
に
よ
っ
て
他

（聖
道
諸
師
）
と

一
線
を
画
し
た
長
西
独
自
の
教
学
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
他
と
同
等
の
諸
行

本
願
義

へ
と
変
貌
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
派
祖
で
あ
る
長
西
所
立
の
義
も
同
様
に
理
解
さ
れ
て
い
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
れ
を
裏

付
け
る
か
の
如
く
、
良
忠
の
問
弟
で
あ
る
了
慧

（
一
二
四
三
―

一
三
二
〇
）
は

『選
択
大
綱
抄
』
に
、

伝

へ
聞
く
に
、
黒
谷
の
在
世
に
窃
に
余
行
本
願
義
を
立
て
る
の
者
あ
り
。
故
に
か
の
義
を
破
せ
ん
が
為
に
、
広
く
文
義
を
述
ぶ
。

『東
大
寺
十
問
答
』
に
云
は
く
、
「問
ふ
。
正
雑
二
行
は
倶
に
本
願
な
る
か
。
答
ふ
。
念
仏
本
願
な
り
。
〈
乃
至
〉
努
め
て
雑
行
本

願
と
云
ふ
は
、
仏
の
五
智
を
疑
ひ
辺
地
に
留
ま
り
て
、
見
仏

・
聞
法
の
利
益
に
し
ば
し
ば
漏
る
る
者
な
り
。
こ
れ
は
証
惑
の
者
の

道
心
も
無
く
し
て
、
山
寺
の
法
師
に
讃
め
ら
れ
ん
が
為
に
仏
意
を
顧
み
ず
云
ひ
出
た
る
事
な
り
。

」
〈
己
上
、
俊
乗
房
の
間
、
黒
谷

の
答
〉
。
こ
の
答
文
、
恐
ら
く
は
か
の
異
見
を
破
す
か
。
然
る
に
あ
る
学
者
、
偏
に
黒
谷
所
破
の
義
を
明
か
せ
ど
も
諸
行
本
願
の

義

を
立

つ
く
匿
資
・こ

称

す

ホ
Ｆ
り

答
』
の
文
、
恐
れ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
こ
の

『集
』
の
解
釈
、
了
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
‐。

と
述
べ
て
、
法
然
在
世
時
に
諸
行
本
願
義
を
立
て
た
者
を
、
「山
寺
の
法
師
に
讃
め
ら
れ
よ
う
と
し
た
者
」
と
酷
評
し
、
後
に
法
然
門

流
の

「あ
る
学
者
」
が
諸
行
本
願
義
を
立
て
て

『選
択
集
』
の
義
に
違
背
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
に

「あ
る
学
者
」
と
あ
る

‐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
は
、
古
来
よ
り
長
西
を
指
す
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
隆
盛
を
極
め
る
鎮
西
義
か
ら
の
こ
の
よ
う
な
評
価
は
、
長
西
の
門
弟
に
よ

る
教
義
の
変
化
も
相
ま
っ
て
、
長
西
教
学
を
邪
義

・
異
端
と
し
て
周
囲
に
認
識
さ
せ
る
に
は
十
分
な
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

小
論
で
は
、
限
ら
れ
た
史
料
の
な
か
か
ら

一
つ
の
可
能
性
を
提
示
し
た
。
今
後
も
長
西
と
そ
の
門
流
の
教
学
、
あ
る
い
は
周
辺
の
状

況
を
、
よ
り

一
層
精
査
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

と

い

へ
ど
も
ま
た
こ
ね

促

匿

な

り

こ

の

」
集

』

を
用
ふ
と

い

も

ま

た
塁
か
な葡

〈
　
ン̈
し

フ
Ｌ

ｎ

ノ

『十
間



註①
　
『法
然
上
人
伝
全
集
』
〓
〓

八
頁
上

（〔
〕
内
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
）。
な
お
、
小
論
に
お
け
る
引
文
の
凡
例
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
●

旧
字
は
新
字
に
、
異
体
字
は
通
行
体
に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
た
。
②
原
文
は
概
ね
漢
文
で
あ
る
が
、
筆
者
の
手
で
訓
じ
て
引
用
し
た
。
そ
の
際
、

出
拠
に

（原
漢
文
）
と
註
記
し
た
。
ま
た
、
原
文
が
和
文
で
あ
っ
た
場
合
、
片
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
。
０
読
解
の
便
を
考
慮
し
て
、

原
文
中
の
書
名
は
二
重
鉤
括
弧
で
、
引
用
や
所
釈
の
文
が
あ
っ
た
場
合
は
鉤
括
弧
で
括

っ
た
。
ま
た
、
原
文
内
の
引
用
文
中
に
引
用
や
所

釈
の
文
が
あ
っ
た
場
合
は
二
重
山
括
弧
で
括
っ
た
。
●
原
文
で
の
割
書

・
細
字
箇
所
は
山
括
弧
で
表
記
し
た
。
０
湮
滅
箇
所
は
字
数
分
の

「□
」
で
表
記
し
た
。
ま
た
、
湮
滅
箇
所
で
も
引
文
等
で
文
字
が
推
測
で
き
る
場
合
、
文
字
を
□
で
囲
ん
で
表
記
し
た
。
Ｏ
既
翻
刻
文
献

を
原
本
と
照
合
し
て
誤
字
の
発
見
や
未
読
字
が
解
読
で
き
た
場
合
、
発
表
者
読
替
字

・
解
読
字
に
改
め
た
上
で
引
用
し
、
出
拠
に
原
本
の

丁
数
を
併
記
し
た
。

②
　
長
西
の
著
作
と
さ
れ
る
の
は
、

０
浄
土
依
憑
経
論
章
疏
目
録
　
一
巻

（『仏
全
』
巻

一
所
収
）

（巻
三

・
八

。
一
〇

。
一
五
―

一
八
、
巻
五
の

一
部
が
金
沢
文
庫

に
現
存
。
『宗
学
研
究
』
巻
九
―

一
六

［
一
九
二
四
―

一
九
二
九
］
に
翻
刻
）

０
法
事
讃
光
明
抄
　
四
巻

（巻
二
の
末
と
巻
三
の
初
を
欠
く
が
、
金
沢
文
庫
に
現
存
。
未
翻
刻
）

０
往
生
礼
讃
光
明
抄
　
三
巻

（巻
二
・
三
が
金
沢
文
庫
に
現
存
。
未
翻
刻
）

Ｄ
群
疑
論
疑
芥
　
八
巻

（巻
六
―
八
が
現
存
。
未
翻
刻
）

０
浄
土
論
注
要
文
抄
　
二
巻

（巻
上
の
初
と
巻
下
の
初
を
欠
く
が
、
金
沢
文
庫
に
現
存
。
発
表
者
に
よ
り
翻
刻
済
）

０
専
雑
二
修
義
　
四
巻
Ｐ
・
（巻
四
の
み
金
沢
文
庫
に
現
存
。
石
橋
誡
道
著

『九
品
寺
流
長
西
教
学
の
研
究
』
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
）

（『浄
全
』
巻
八
所
収
）

（『浄
全
』
巻
八
所
収
）

⑩
惣
別
二
願
抄
　
一
巻

（
一
部
を
欠
く
が
、
金
沢
文
庫
に
現
存
。
石
橋
氏
前
掲
書
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
）

０
五
劫
思
惟
諄
論
抄

（『浄
土
法
門
源
流
章
』
に
書
名
出
づ
、
散
供
）

長
西
教
学
に
関
す
る

一
試
論

五

三



長
西
教
学
に
関
す
る
一
試
論

五
四

ω
諸
仏
証
誠
抄

（『選
択
本
願
念
仏
集
名
体
決
』
に
書
名
出
づ
、
散
供
）

ω
選
択
見
聞
集

（智
円

『選
択
集
私
衆
抄
』
に
書
名
出
づ
、
散
供
）

ω
往
生
礼
讃
前
料
簡

（聖
円

『心
具
決
定
往
生
義
』
に
書
名
出
づ
、
散
供
）

こ
れ
ら
の
な
か
、
主
に
研
究
に
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
は
網
掛
け
表
記
し
た
②

・
Ｏ

ｏ
Ｏ
の
三
書
で
あ
る
が
、
②
以
外
は
長
西
の
著
作
と

断
定
で
き
な
い
。
０
に
至
っ
て
は
、
今
日
で
は
長
西
門
弟
の
道
教
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り

（吉
田
淳
雄
稿

「
『念
仏
本
願
義
』

に
つ
い
て
」
、
『仏
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
別
冊

「浄
土
教
典
籍
の
研
究
」
を
参
照
）
、
長
西
著
作
と
し
て
扱
う
に
は
問
題
が
あ
る
。

③
　
「長
西
の

「諸
行
本
願
義
」
考
―

「浄
土
疑
芥
」
を
通
し
て
の
再
検
討
―
」
（『宗
学
院
論
集
』
巻
八
八

・
二
〇

一
六
年
）。

④
　
『大
正
蔵
』
巻
八
四

。
二
〇

一
頁
中

（原
漢
文
）。

⑤
　
「浄
土
疑
芥
」
が
長
西
撰
述
と
認
め
ら
れ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑥
　
金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
三

・
二
四
丁
左

（原
漢
文
）。

⑦
　
『宗
学
研
究
』
巻

一
四
。
一
五
九
頁
、
※
巻

一
／
二
・
六
丁
左

（原
漢
文
）。

③
　
『宗
学
研
究
』
巻

一
四

。
一
八
〇
頁

※
巻

一
／
二
。
一
五
丁
左

（原
漢
文
）
。

⑨
　
金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻

一
・
三
丁
左

（原
漢
文
）
。

⑩
　
金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
三

。
二
四
丁
左

（原
漢
文
）。

①
　
金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
三

。
二
四
丁
左

（原
漢
文
）。

⑫
　
『散
善
義
光
明
抄
』
に
も
、

尋
ね
て
云
は
く
、
も
し

「己
行
退
」
と
云
は
ば
、
『礼
讃
』
に

「蒙
光
明
者
心
不
退
」
と
云
へ
る
と
相
違
如
何
ん
。
答
ふ
。
と
も
に
一
師

の
解
釈
な
り
。
□
相
違
せ
ず
。
こ
れ
に
付
き
て
三
解
あ
り
。　
一
に
は
凡
夫
光
触
の
異
な
り
、
謂
は
く

「及
び
自
か
ら
罪
を
造
り
て
退
失

す
」
と
は
、
凡
夫
の
過
に
約
す
、
こ
れ
退
位
な
る
が
故
に
。
「心
不
退
」
と
は
光
触
の
徳
に
約
す
、
仏
力
の
冥
加
な
る
が
故
に
。
二
に
は

散
善
定
善
の
異
な
り
、
謂
は
く

「及
び
自
か
ら
罪
を
造
り
て
退
失
す
」
と
は
、
散
心
の
過
に
約
す
、
九
品
は
散
善
な
る
が
故
に
。
「心
不

退
」
と
は
定
心
に
約
す
、
十
三
定
善
な
る
が
故
に
。
三
に
は
諸
行
念
仏
の
異
な
り
、
謂
は
く

「及
び
自
か
ら
罪
を
造
り
て
退
失
す
」
と
は

余
行
に
約
す
、
余
行
は
摂
取
の
益
な
き
が
故
に
。
「心
不
退
」
と
は
念
仏
に
約
す
、
念
仏
は
定
散
と
も
に
摂
取
の
益
あ
る
が
故
に
。



（『宗
学
研
究
』
巻

一
五

。
一
〇
〇
頁

※
巻

一
六

。
二
〇
丁
右
、
原
漢
文
）

と
あ
り
、
同
様
の
説
示
を
確
認
で
き
る
。

⑬
　
『宗
学
研
究
』
巻

一
六

。
一
二
九
頁

※
巻
三
／
四

。
一
二
丁
左

（原
漢
文
）。

⑭
　
『宗
学
研
究
』
巻
九

。
一
七
二
頁
―

一
七
三
頁

（原
漢
文
）。

⑮
　
「浄
土
疑
芥
」
に
説
か
れ
る
長
西
教
学
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
拙
稿
に
小
論
よ
り
も
詳
細
に
論
じ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

⑮
　
『浄
全
』
巻
八

・
三
六
七
頁
上

（原
漢
文
）。
こ
の
逸
話
は
智
円
の

『選
択
集
私
衆
紗
』
（龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
写
本
、
巻
四

。
二
丁
右
）

に
も
見
ら
れ
る
。

⑭
　
末
本
文
美
士
博
士
は
、
長
西
の
諸
行
本
願
義
に
つ
い
て
、
「第
十
九
、
第
二
十
願
を
も
っ
と
も
素
直
に
読
み
直
す
も
の
」
（『鎌
倉
仏
教
形

成
論
』

一
九
〇
頁
、　
一
九
九
八
年
）
と
評
し
て
い
る
。
筆
者
も
同
じ
見
解
で
あ
り
、
長
西
教
学
を

「諸
行
本
願
義
」
と
形
容
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は

「諸
行
を
本
願
と
す
る
義
」
で
は
な
く
、
「諸
行
も
本
願
と
す
る
義
」
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
聖
道
諸

師
の
い
わ
ゆ
る

「諸
行
本
願
義
」
と
は

一
線
を
画
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

⑬
　
『真
宗
史
料
集
成
』
巻
七

・
八
二
三
頁

（原
漢
文
、
〔
〕
内
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
）
。

⑩
　
『浄
全
』
所
収
の
行
観

『選
択
集
秘
抄
』
に
一
件
だ
け
長
西
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
前
出
の
木
幡
真
空
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

あ
る
。

⑩
　
『浄
全
』
の
調
査
に
は
、
「浄
土
宗
全
書
検
索
シ
ス
テ
ム
」
（汗
６
¨ヽ
ヽ
ヨ
ヨ
ヨ
・』．ｏ
Ｎ
ｏ●
∽８
８

，
む
む
ｏ
ヽ
）
を
用
い
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
挙
げ

た
数
字
は
、
経
文

ｏ
日
本
外
の
論
疏
や
そ
の
序
文

・
『観
経
疏
秘
抄
』
・
『源
流
章
』
な
ど
他
宗
派
の
典
籍
を
除
い
た
単
純
な
数
字
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
数
字
に
は
人
名
以
外
の
一
般
用
語
お
よ
び
長
西
の
問
下
を
指
す
場
合
も
含
ま
れ
、
④
Ｏ
⑥
の
三
用
語
で
重
複
し
て
い
る
箇
所

も
あ
る
。
今
回
は
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
近
代
に
な
っ
て
制
作
さ
れ
た
典
籍
な
ど
を
除
き
、
教
学
に
言
及
す
る
記

述
の
み
を
取
り
上
げ
れ
ば
、
用
例
は
さ
ら
に
限
定
さ
れ
る
。
厳
密
な
数
字
を
出
し
て
検
証
す
る
こ
と
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

④
　
『浄
全
』
巻
七

・
八
〇
頁
上
。

②
　
『浄
全
』
巻

一
。
二
五
七
頁
上

（原
漢
文
）。

④
　
『浄
全
』
巻

一
。
三
四
四
頁
下

（原
漢
文
）。

長
西
教
学
に
関
す
る

一
試
論

五
五



長
西
教
学
に
関
す
る
一
試
論

五
六

②
　
『浄
全
』
巻
七

・
八
五
頁
下
―
八
六
頁
上

（原
漢
文
）。

の
）

『浄
全
』
巻
七

。
一
〇
七
頁
上

（原
漢
文
）
。

の
）

『浄
全
』
巻

一
〇

・
三
二
二
頁
下
―
三
二
三
頁
上

（原
漢
文
）。

②
　
郡
嶋
昭
示
氏
は

「聖
光
の
諸
行
往
生
説
に
つ
い
て
」
（『仏
教
論
叢
』
巻
五
三

。
二
〇
〇
九
年
）
に
お
い
て
、
弁
長
の
諸
行
往
生
説
は
、

「経
典
の
説
示
を
否
定
す
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
を
意
図
し
て
説
示
さ
れ
た
も
の
…

（中
略
）
…
万
行
を
修
す
る
こ
と
に
よ
る
往
生
を
説

示
し
て
は
い
な
い
」
（
一
七
三
頁
―

一
七
四
頁
）
と
、
経
説
と
い
う
道
理
か
ら
諸
行
往
生
の
可
能
性
を
示
し
、
時
機
の
観
点
か
ら
諸
行
往

生
を
説
い
て
い
な
い
旨
を
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
理
論
を
用
い
る
の
で
あ
れ
ば
長
西
に
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
こ
と
か

ら
、　
一
概
に
首
肯
し
難
い
。

④
　
『浄
全
』
巻
七

・
二
一
四
頁
上

（原
漢
文
）。

②
）

『浄
全
』
巻
七

・
三
三

一
頁
上

（原
漢
文
）。

⑩
　
『浄
全
』
巻

一
〇

・
八
八
頁
上

（原
漢
文
）。

①
　
広
川
尭
敏
稿

「金
沢
文
庫
本

『観
経
疏
聞
書
』
に
つ
い
て
」
（『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
巻
三
七
―

一
。
一
九
八
八
年
）
。
同

「金
沢
文
庫

本

『観
経
疏
聞
書
』
と

『光
明
抄
』
―
良
忠
教
学
の
思
想
基
盤
―
」
（『浄
土
宗
学
研
究
』
巻

一
八

。
一
九
九
二
年
）
。
同

「然
阿
良
忠
と

諸
行
本
願
義
」
（『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
巻
四
二
―
二
。
一
九
九
四
年
）
。
同

「初
期
良
忠
教
学
の
形
成
過
程
―
金
沢
文
庫
本

『観
経
疏

玄
義
分
聞
書
』
第

一
を
中
心
と
し
て
―
」
（『浄
土
宗
学
研
究
』
巻
二
三

。
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。
広
川
博
士
は
こ
れ
ら
の
論
考
の
な
か

で
、
総
じ
て
長
西
と
良
忠
は
対
立
す
る
面
と
共
通
す
る
面
と
の
両
面
を
合
わ
せ
持

っ
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

⑫
　
金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
三

。
一
九
丁
左
―
二

一
丁
左
。

⑬
　
『浄
全
』
巻
四

・
七
三
頁
上
―
七
四
頁
下
。

⑭
　
千
葉
隆
誓
氏
は
、
『法
事
讃
疑
芥
』
と

『法
事
讃
私
記
』
の
引
用
文
を
比
較
し
て
相
違
点
と
共
通
点
を
挙
げ
、
そ
の
共
通
点
と
し
て
ω
引

用
さ
れ
る
人
師
が
共
通
す
る
こ
と
、
②
引
用
順
は
異
な
る
が
引
用
文
の
始
ま
り
と
終
わ
り
と
が

一
致
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

（「真
門
釈
所
引
の
元
照

『阿
弥
陀
経
義
疏
』
引
意
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
、
『宗
学
院
論
集
』
巻
八
八

・
二
〇

一
六
年
）
。
た
だ
し
、
千
葉

氏
は

「慈
恩
同
之
」
な
ど
も
引
用
人
師
の
共
通
点
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば

『法
事
讃
疑
芥
』
の

「０
信
同
之
」



（源
信

『阿
弥
陀
経
略
記
』
も
同
義
で
あ
る
）
と
の
記
述
も
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
『法
事
讃
私
記
』
に
は
源
信

へ
の
言
及
は
な
く
、
ｍ

『晏
子
春
秋
』
、
⑩
円
測

『阿
弥
陀
経
疏
』
も
長
西
の
み
が
引
用
す
る
文
で
あ
る
か
ら
、
厳
密
に
は
完
全

一
致
と

は
言
え
な
い
。
と
は
い
え
、
そ
の
点
を
考
慮
し
て
も
、
千
葉
氏
の
指
摘
に
は
筆
者
も
基
本
的
に
同
意
す
る
。

⑮
　
大
谷
由
香
博
士
は
、
「
『源
流
章
』
に
よ
れ
ば
、
俊
祷
に
学
ん
だ
長
西
の
門
下
に
は
空
寂

（生
没
年
不
明
）
が
お
り

（同
二
〇
〇
頁
下
～
二

〇

一
頁
上
）
、
そ
の
空
寂
の
後
継
と
し
て
竹
林
寺
に
隠
棲
し
た
の
が
興
福
寺
僧
で
あ
っ
た
良
遍

（
一
一
九
四
～

一
二
五
二
）
で
あ

っ
た
と

さ
れ
る

（同
二
〇

一
頁
中
）。
良
遍
の
問
下
に
円
照

（
一
三
二

一
～

一
二
七
七
）
が
お
り

（同
二
〇

一
頁
中
）
、
円
照
の
後
継
と
し
た
戒
壇

院
の
教
学
復
興
に
努
め
た
の
が
凝
然
で
、
彼
は
直
接
長
西
か
ら
も
学
ん
だ
と
い
う

（凝
然

『維
摩
経
疏
奄
羅
記
』
巻
九

〈
『仏
全
』
五
、

三
二
六
頁
上
〉）。
長
西
同
様
に
泉
涌
寺
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
宋
代
浄
土
教
を
重
視
し
て
い
た
良
忠
は
、
そ
の
弟
子
筋
に
あ
た
る
聖
円

（
一
三
四

一
～

一
四
二
〇
）
『伝
通
記
糠
抄
』
（『浄
土
宗
全
集
』
三
巻
所
収
）
な
ど
に
よ
れ
ば
、
良
遍
に
師
事
し
て
い
た
と
さ
れ
、
九
品

寺
流
は
良
忠
に
よ
っ
て
鎮
西
流
を
補
釈
す
る
も
の
と
し
て
採
り
入
れ
ら
れ
た
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
」
（「蓮
如
上
人
周
辺
と
泉
涌
寺
系

浄
土
教
団

「見
蓮
上
人
間
徒
」
に
つ
い
て
」
、
『真
宗
研
究
』
巻
五
八

・
二
〇
三
頁
―
二
〇
四
頁
）
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

①
　
『昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
巻
二
。
三
二
八
七
頁

（〔
〕
内
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
）。

⑦
　
『大
正
蔵
』
巻
八
四
。
一
九
八
頁
中

（原
漢
文
）。

①
　
『大
正
蔵
』
巻
八
四
。
二
〇

一
頁
上

（原
漢
文
）。

①
　
細
川
涼

一
訳
注

『関
東
往
還
記
』
（二
〇

一
一
年
、
平
凡
社
）
二
六
四
頁
所
収
原
文
。

⑩
　
『昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
巻
二
・
二
三
〇
九
頁

（原
漢
文
）。

①
　
『昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
巻

一
。
四
九
七
頁

（原
漢
文
）
。

⑫
　
恵
谷
隆
戒
博
士
は
、
「余
程
の
手
腕
と
熱
と
力
と
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
異
流
異
派
の
勢
力
を
殺
ぐ
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
ら
う
と
思
ふ
。

而
か
も
齢
六
旬
に
せ
ま
る
老
躯
を
提
げ
て
、
青
年
を
凌
駕
す
る
意
気
を
以
っ
て
こ
と
に
当
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
其
状
況
察
す
る
に
尚
余

り
あ
る
で
あ
ら
う
。
此
の
意
気
を
以
っ
て
し
て
此
等
両
派

（隆
寛

。
長
西
）
の
勢
力
を
屋
倒
し
新
勢
力
を
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。
遂
に
は

当
時
非
常
な
る
勢
ひ
を
以
っ
て
猛
威
を
た
く
ま
し
う
し
て
ゐ
た
日
蓮
に
対
抗
す
る
ま
で
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
文
永
八
年
の

「行
敏
訴

状
御
会
通
」
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
如
く
、
然
阿
良
観
道
教
等
が
首
領
と
な
っ
て
日
蓮
を
訴
へ
て
ゐ
る
が
如
く
、
又
日
蓮
の

「浄
土
九
品
之

長
西
教
学
に
関
す
る

一
試
論

五
七



長
西
教
学
に
関
す
る

一
試
論

五

八

事
」
に
記
せ
る
如
く
、
例
「目
□冽
［日
］「が
に
十
年
前
後
に
し
て
日
蓮
を
し
て
念
阿

（三
祖
）
を
念
仏
者
の
首
領
鎮
西
流
の
代
表
者
と
し
て
認
め

し
む
る
ま
で
に

一
大
勢
力
を
扶
植
す
る
に
至

っ
た
の
も
け
だ
し
三
祖
の
意
気
と
熱
と
の
結
晶
の
賜
で
あ
ら
う
」
（『浄
土
宗
第
二
祖
然
阿
良

忠
上
人
伝
の
新
研
究
』
六
五
頁
―
六
六
頁
、　
一
九
八
四
年
再
刊
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
沼
倉
雄
人
氏
は
、
「鎌
倉
で
は
専
修
念
仏
の

系
統
と
し
て
は
、
多
念
義

・
諸
行
本
願
義

・
西
山
義
の
僧
が
活
動
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
中
、
鎮
西
義
の
指
導
者
的
な
人
物
と
し
て
は

初
め
て
良
忠
が
進
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
日
蓮
に
よ
る
念
仏
批
判
も
あ
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
良
忠
は
念
仏
者
側
の
指
導
的
立
場

ユ型

つ
に
い
た
る
。
ま
た
鎌
倉
在
住
時
に
は
後
に
良
忠
門
下
の
六
派
を
形
成
す
る
性
心

・
尊
観

・
良
税

・
進
光

・
礼
阿

・
茫
心
ら

が
入
室
す
る
で

良
忠
に
は
主
に
伝
道
し
た
地
域
か
ら
下
総

・
鎌
倉

・
京
都
と
集
団
を
形
成
す
る
機
会
が
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
主
た
る
拠
点
と
な
り
、

ま
た
付
法
状
が
授
け
ら
れ
劇
劇
枷囲
例
目
ｄ

，^‐和「
ｑ
測
「川
潤
冽
「制
引
］
引
劇
開国
気
引
剣
「初
‐ヽ

利
の
は
鎌
倉

で
あ
る
。

つ
ま
り
創
硼
馴
樹
翻
劇
躙
□
例
倒
∃
‐

場
に
立
ち
、
か
つ
良
忠
の
問
弟
で
主
た
る
人
物
が
そ
ろ
っ
た
の
が
鎌
倉
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
後
世
の
日
か
ら
鎌
倉
在
住
期
は
教
団
の

確
立
期
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。

」
（「良
忠
当
時
の
教
団
形
成
状
況
に
つ
い
て
」
、
『宗
教
研
究
』
巻
八

一
―
四

・
三

二
五
頁
上
）
と
指
摘
す
る
。

⑬
　
広
川
博
士
前
掲
稿

（
一
九
九
七
年
）
二
頁
―
四
頁
に
、
長
楽
寺
流

。
西
山
義

・
九
品
寺
義
と
の
教
学
論
争
に
つ
い
て
整
理
し
て
あ
る
。
ま

た
、
こ
の
よ
う
な
当
時
の
教
団
の
有
力
者
、
と
り
わ
け
長
西
義
系
を
批
判
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
大
橋
俊
雄
氏
は
、
「
『玄
義
分
聞
書
』

（建
長
七
年
五
月
撰
述
）
に
、
住
心
・
覚
明

・
昇
連
等
の
義
を
引
用
し
て
、
諸
行
本
願
義
を
破
斥
し
て
い
る
こ
と
は
、
教
団
批
判
と
し
て

日
副
刷
〕剰
Ｊ
引
引
「引
で
あ
り
、
『浄
土
源
流
章
』
に
は
、
鎌
倉
に
お
け
る
念
仏
者
の
主
領
と
認
め
ら
れ
た
道
教
に
つ
い
て
、
‥
・
（中
略
）
…

東
国
に
そ
の
教
化
の
及
ん
だ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
ほ
ど
、
諸
行
の
取
扱
い
の
上
に
比
較
的
寛
大
で
あ
つ
た
こ
の

一諸
行
本
願
義
系
浄
土

教
」
は
旧
教
団
と
何
等
の
摩
擦
も
お
こ
す
こ
と
な
し
に
東
国
に
弘
通
さ
れ
て
行

っ
た
が
、
こ
の
教
団
が
自
ら

を
は
か
る
た
め
に
キ
‘
、

刹
劃
科
畑
倒
創
「
川
刻
て
ま
で
も
妥
協
を
敢
て
し
、
却
っ
て
聖
道
門
的
傾
向
を
持
つ
に
至
っ
て
は
、
法
然
の
意
図
し
た
民
衆
的
性
格
が
失
わ

所
以
が
あ

っ
た

の

で
あ
り
、
彼
の

し

て

れ
ん
と
す
る
虞
さ
え
あ

っ
た
。
こ
こ
に
良
忠
が
諸
行
本
願
義
に
対

対
抗
的
態
度
・を
と

る

に
至

っ

た

立
場
は
鎌
倉
浄
土
教
と
し
て
の
性
格
か
ら
は
全
く
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
一
面
さ
え
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

良
忠
が
仕
掛
け
た
論
争
も
含
め
た
東
国
で
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
北
畠
浄
光
稿

「法
然
没
後
の
専
修
念
仏
―
良
忠
の
東
国
教
化
を
中
心
に

―
」
（『仏
教
史
研
究
』
巻
五
四
、
二
〇

一
六
年
）
に
詳
細
に
論
じ
ら
れ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。



⑭
　
岸
章
二
氏
は
、
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
を
加
え
た
上
で

「幾
多
の

『光
明
抄
』
は
思
想
と
し
て
長
西
の
口
述
を
弟
子
阿
弥
陀
房
が
受
け
こ

れ
に
私
解
を
加
へ
た
も
の
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
、
‥
・
（中
略
）
…
私
云
と
い
ふ
私
料
簡
の
一
段
は
細
註
の
私
解
に
応
じ
て
阿
弥
陀
房
の
主

張
と
な
る
」
（「金
沢
文
庫
所
蔵

『観
経
疏
光
明
抄
』
玄
七
第
五

（？
）
同
序
三
第

一
の
本
文
及
び
そ
の
解
説
と
光
明
抄
研
究
の
一
問
題
」、

『宗
学
研
究
』
巻

一
一
。
一
七

一
頁
）
と
示
唆
し
、
安
井
広
度
博
士
は

「門
弟
の
阿
弥
陀
房
が
師
長
西
の
説
を
録
し
…

（中
略
）
…
自
説

を
加

へ
た
も
の
だ
と
思
ふ
」
（『法
然
門
下
の
教
学
』
三
七
頁
、　
一
九
六
八
年
複
刊
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
他
の
先
行
研
究
も
こ
の
説
に
異

を
唱
え
た
も
の
は
な
く
、
今
日
の
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

⑮
　
石
橋
誡
道
著

『九
品
寺
流
長
西
教
学
の
研
究
』
（
一
九
八
四
年
再
刊
）

一
〇
三
頁
―

一
三
七
頁
に
は

『諸
行
本
願
義
』、　
一
三
三
頁
―

一
七

八
頁
に
は

『
二
十
願
決
疑
間
答
』
に
つ
い
て
、
撰
者
を
は
じ
め
と
し
た
考
究
と
本
文
の
要
点
解
説
が
為
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二

一
六
頁

―
二
三
八
頁
に
は

『諸
行
本
願
義
』
の
、
二
二
九
頁
―
二
五
五
頁
に
は

『
二
十
願
決
疑
間
答
』
の
原
文
が
そ
れ
ぞ
れ
翻
刻
収
録
さ
れ
て
い

る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

⑩
　
『浄
全
』
巻

一
九

。
一
一
二
頁

（原
漢
文
）
。

④
　
安
井
博
士
は
、
「
こ
の
性
空

〔性
仙
導
空
〕
は
、
住
心
の
孫
弟
真
阿
を
第

一
世
と
す
る
鎌
倉
の
浄
光
寺
院
に
住
し
、
住
心
系
の
学
者
と
重

な
り
あ
っ
て
、
念
仏
と
共
に
諸
行
往
生
を
強
調
せ
る
も
の
ゝ
如
く
、
こ
の
系
統
は
鎌
倉
幕
府
衰
亡
の
頃
ま
で
可
な
り
に
盛
で
あ
っ
た
や
う

で
あ
る
。

」
と
、
導
空
の
勢
力
を
分
析
し
て
い
る
。
（前
掲
書
四

一
頁
、
〔
〕
内
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
）

⑬
　
『選
択
集
述
疑
』
の
内
容
も
含
め
、
詳
細
は
、
浅
井
成
海
稿

「金
沢
文
庫
の
浄
土
教
資
料
―
特
に

『選
択
集
述
疑
』
を
中
心
と
し
て
―
」

（『金
沢
文
庫
研
究
』
巻
二
七
三
、　
一
九
八
四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
論
政
の
な
か
で
浅
井
氏
は
、
「
『述
疑
』
の
主
張
は
、
諸
行
本
願

義
で
あ
る
が
、
側
調
『刺

．劇
一鼎
一「
Ⅵ̈
一コ
一引
日
劉

．「
．∃
劃
一「
「

．到
引
洲

． 剰
．劇
「̈
「
Ч
…

（中
略
）
‥
由
翻
翻
悧
刊
ｑ
割
湘
剥
η
ｑ
」
（四
九
頁
）
と
指
摘
し

て
い
る
。

⑩
　
『浄
全
』
巻
八

・
二
六
頁
下
―
二
七
頁
上

（原
漢
文
）
。

⑩
　
安
井
博
士
前
掲
書
五
七
頁
。

長
西
教
学
に
関
す
る

一
試
論

五
九


